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申請者（ふりがな）         久世廣将 （   くぜひろまさ     ） 

所属・資格（※学生は課程・

学年を記載。卒業生・修了生は

卒業・修了年月も記載） 

人間科学研究科 修士課程２年  

発表年月 

または事業開催年月 
    2025年  9月 

発表学会・大会 

または事業名・開催場所 
ヒューマンインタフェースシンポジウム 2025 

発表者（※学会発表の場

合のみ記載、共同発表者

の氏名も記載すること） 

久世廣将、百瀬桂子 

発表題目（※学会発表の

場合のみ記載） 
動作拡大フィードバックがグルーヴ体験に及ぼす影響 

発表の概要と成果（抄録を公開している URLがある場合、「概要・成果」を記載した上で、URLを末尾

に記してください。また、抄録 PDFは別途ご提出ください。なお、抄録 PDFは Web上には公開されま

せん。） 

身体動作がグルーヴを高めることは明らかだが、身体動作のフィードバック操作がグルーヴ体験に及

ぼす影響は未解明である。本研究では、実験参加者のリズム刺激に合わせた動作をモバイルモーショ

ンキャプチャで取得し、モニタ上のアバタにリアルタイム提示し、一曲ごとに主観的グルーヴ評価を

行わせた。その際アバタを動作等倍と拡大条件で提示し、条件によりグルーヴ評価が異なるか調査し

た。その結果、動作拡大の効果は刺激のリズム特性に左右され、シンコペーションの程度が低い曲に

おいては動作を拡大することでグルーヴの動作衝動側面の評価が高まる傾向がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無断転載禁止 


